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オーストテリア農業の可能性
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Ⅱ　現状の概観
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〈ι＜l山十f;'),'/!,cさに七 kとs，｝） ぐふら こぴ〉大陸11l:

); J ! ;1,J) 11 it ，，レ－－；，，J系であらがう よその流域il11Gii土

イシグス；1,Jとり 1};t］大きく、 ）］ ンジス；i小勺 7);:i］：二

111,Ji 「るに仁れか；／ 1「Jず， 。［’ l'.J~iifcl;\;il i'ifl ri－の7

)] n 1 , i支弁（／J12分の lに :r'j !.( t，、 r,,3，ハ ）；：・IZ/(:

jじ；二流れる 1k企‘ ifiEM1ピ¥Q））ょに k. , C喫lLl！で干1]

ジ二の！ [ i (/) ,f別也i!Jifriit牧万り也をも合めてl-FI士総［係

ら＇iぴ〉乃りらにしか当たらない。

tr; 2図オーストラリア：農業地帯区分

/I 

決
・,¥ 

;,;! l)<~ -~- 

民軍

111 Jふこと」） ,',I；け［ド］には 11J/jt, C ふらが「／ことえば 主ず，束およびi拐、ゆj);qこ沿うつ名川地帯の平:lfl.部

S11owy 札lmllltai11ベメc!tcme), 二，／ 1:tl，~.／JdtJ日企，y、 ；！同法！也千；？とえE Pて，， , ~:, ,, 1f1心ltヴィクト l）アで

叫とイる J ふる。陥農地帯はこのほかにタスマニア，アデレ

オーストヲリアの i立主各部門の地域的配院は以 一！、付近，バース付近および奥地の准夜i也：市にも

L慨流した！1然諸条f'！二を県本iこして， こj1／こ多く rll:UJ也（10i二散｛Eずる。 多雨地帯の熱帯・亜熱邦；海

山fιrWJ• U二：i'1'1,JX,f!十全 JJIIIIJL，たうえてジ：1i::,':: ;・,・: iJ 11・i:¥tf'1Jt，，＇；；二が北！：して L、る。つ主に， 棉t'.;,

J 7 
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品別部門分けとではかなりくい遇うことい注意し

羊毛は牧畜地帯か

地般の背後の［［J岳性の多雨地帯は肉用牛・半 Cr均

用を主とする〉地帯となっている。商オーストラリ なければならない。すなわち、

，］、夫・羊地帯からも，まえ小量は肉用牛・

牛肉・学肉は肉用牛・羊

らも，さらに災地の寡南地；r，；，にアグ）場合も1,,J践である。

学地帯からも出てくる。ここまでが狭義は小麦・主主地帯が広がっている。

とし、う関係地帯かbも牧畜地帯からも出てくる，さその奥は1'1i放牧畜地域，の主主地域であって，

しかしいずれにしても，（1）羊毛，食肉がになる。牧畜地域の南半は羊らに奥は不毛の砂漠となる。

土の国の農業の 2大部門であり，小麦，

烹のJI［貢でこれに続くこと，（2）酷践を含めた全畜I主：

部門の生産額が生蔵総額の半ば以上を占め，

酪農，甘北半は肉用牛帯である。小炎・羊

瀧

－肉用牛地＊‘

士出，Hrと牧畜地！；？の境界にi'rl＇翫i也干町、存在すゐη

瓶地帯は北部，西部の海岸にも散在する。 こび〉

国が依然蔭産王国Cあること，ただし，（3）食肉部以上は各師会業部判lワ配置をもとにした地n；区
門の伸びにもかかわらず， 学毛部門の地位低下が

近午市産部門が全体とし℃ウェf

これらの操業部門は問時にこの｜到の

農業経営の品同のタイア。を示すものである...t ／；こ，

分であるが，

等をJ之がら読み取ること

lよtfしし、λ：： lh,

トを減［〆ド〉あること、

ができる。

酪五三，濯瓶；よ業およひii•薦作はこの｜司の喪主の集

約部門を代表し， 肉用牛・土手飼瀧，小麦作・挙制

不・肉;fJ－~·二牧畜， 内月］牛牧市川｜頂で経伝It粗 J 般的にいサて，寸 ストすりアのJ!f:業i土資本，

労働，技術などの生産諸要因に閲して粗放なほど，

L山、換えれば採取！守f主的性格が強いほど，

1与や市況1c.r過するtlUAカが強く，

養

放となる。

国際競農業各部門の相対競争力と保護競争2 

反対に一二れらの農業各部門の相対的大きさを確かめるこまず，

生産諸重要因に聞して集約的なほどこれらの点で弱料計タイヅ児IJ生産官民に11r1-,rるとh ~） はじめよう。

L 二一ク／パ＇］質をそ JえてL、ふり農，工、L、という1YM品汚IJ'}:rJ（績の長：t1t持：資ll・/J：えられ I,:＇，、ので，

最も強いのは鉱業であ

！支付に民も弱いのは工業である。 t,,JL＂工業（／）

tJ；の各産業を比較すると，総額に占める割合を示すと第 1炎のようになる。

．、
）
 

t
 

なかでも製造工程の撤密な業種ほど弱いという傾

農業の分野では肉用牛および羊毛用羊

.＇～ぎは終日ワイプ。り ilf';i¥l勺分1i ＿＼：、雨

[{i］がある。

（もっぱら地中海スペfン系のメリノ種〉の牧畜部門

反対に多雨地帯のしかも最も地味の

品集約者llfHJの一つである酪民

酪農部門に次いでは，多rN地帯

（｝）山寄りにな地しζJえもオーストラリ γr,Li,、）j1

／，（を誇る目、われる肉用牛・：l-:/iri］養部fl'Jがまj¥・,, 

この地帯でおi］養される羊はイギリス系の肉用種ま

たはイキリス系品障とメリノ種を掛け合わせた持！

在日門が最も号沿い。

1967-68 

'.!IA 
11.4 
13.2 
4.0 

27.'l 

100.。

が最も強く，

よい地域iこ、id也し，

オ一ストラリア；各f垂農産物の農；長生E旨
車，止

I 19s6一57～ i
1958 59 , 1966-67 I 
平均｜ ！ 

手毛 32.2 21.2 I 
'1・/J .羊肉 16.s , rn.7 I 
全乳 I 12.7 I 10.2 ! 
小麦 I 8.2 I 18.1 1 

甘 薦 I 3.6 I 3.2 
その他計｜ 26.5 29.5 

捻計 1 100.0 i 100.0 

オーストラ 1)

錦 1表

農産物

小麦作・

J:として下b用一一

・毛兼用種（コリデ－Jレ種など）である。

'(c飼養；q¥[HJ（小麦i＼：と、主主司養

（出所〕 Commonwealth Bureau of Census and 

おtatisticsand Bureau of Agrieul!ural Econorn-

ics, Canberra (U. S. D. A.，パp.riculturcin 

Australia: ・with Emphasis on Trade with 

Far East Countrfrs, June 1969より）．

（注〕（a) itl'1Lo 
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どがl"J 符営のも＇：： I二治？？されている〉は中間的tr.続 三の（T，＼では弱い産業または部門を政府が手厚く保

争力を持）とみてよ U、であろう υ 議するという 11,1内産業保護主義が牢回たる伝統を

4ースト－； ＇） γ，j）民家は｛也ii、ii二比較ずれは平均 形成してし、る。工支に対する手厚い保護は 20世 紀

して格制であるが，そのなかにも絡；，；::1.tふサて、 jJ¥; 初頭、にさかのぼる仁業化の歴史とともに古いが，

i1ri＼；民家i土1}:r!,Jト二＇｛， ；ミ業条｛iにJ立も，ι友れf土1乙同：i 史業に主i守；→る｛呆誰は1925, 26壬F‘の砂締およびノごタ

j山千作句 とり j〕け陪j；！，＇茨、：> t:cカkに多

m約fド｛］毘主七予？むにして；士［’l然f長f'j:/iゐ｛也，））民主［Ti f携に本絡化して， 以後伝統となったものである。

ぐ！ことえばニマ』ジ← －'j> i、など）にiヒしむ主れ口、 十一ストこ子リアにおける産業保護の特色は工業

ii L、にめ、 Eどこの上う，な不平lj!;：出水準♂）技術や と主主のような産業問、および産業内部の各部門

大！日間経常.::・ I; ，，い，し：：：－nコ、ゐ／： )!), 主んに、 i品］でj殺しい保護院争が行なわれていることであ

十II礼的に小山間経－；：；；e,！二山生産物｛il:i怖の変針 （jせ るつ 二こで産業保連と称しているのは同際競争か

[i,J, J）じJ'f: （；のJ',1：，） 企采 IJ切ど） } J れ）：）、‘、 t~ 1！，、 九円出向r,¥-1J際競争力の補強，価格支持，所得補

に＇（：二じ亡し、ペバ〉円ど行えム ;j>臼.f也}i，この111(I ,1；ミ 併などの措院であるが、 この上うな立i去での産業

主／）＼ t'J f!; $fl: i :_ ,5：まれ t;.＞，、奥地ほど憐い競争力主： ｛弘通it鉱業のJ:J)1itにはあまり問題iこならない。産

発押しラ 尚1Jri'.H~交がむしんこのよ与な地Jiむこ t ;,'6:保護は弘土色と！月際競争力や市況変動に対する

い山i.t, ＊・＇守口け：（＇） {l＼：さ（ Ulli，反抗，その他民〔IJif,,:''I JJI抗力の¥jち｝Ir、産業や部内全保護することを趣旨と

／こり ）， q二iiト】｝不安定’IL'I：：尿'pl)の：持l；昔、さ， JS上（j 十るが， U小、産業合保議することはそれだけ強い

生産物Mi栴ピ）込：引を，おそらく 111：界 A 広大江経営 産主や部門に経済負担（高価協や財政負tn.）をかけ

[fiif占に t ＇ごケハー Lているためごふるれ ることになるので， i念行もまた失地同復的立l！まで

n 1-yi上 .－） ＇；二 寸一川 ＇i>J ,・ cl）主総二ji L、ど ｛快走を政治ll'Jに要求する上うになる。農業保護の

パ、 HU/z江川llj；王どり／，社iじ主主＇）的なtr.1¥111HEど 均（；－（二ついていえば，是初は価格低落による窮状

ふれ、！二 L、・J ・I）吋＇.J削Ji'1],)＇＇な「 t,jtふが、 ここに・.－） の打開が保謹要求の動機であったが， のちには高

のwけいA あと）， ・，：土iJ・w王代前jfl'Jぐあり、 ιり キ同時によ－，て保護された高い工業製品を買わさ

-.>lid主1悦~荒；；1,1111 てある。このーリグザ；11門（二おい れぐいるこど（いわゆる cost-pricesqueeze）に女、Jす

てl土、 上 :i多〈の口本投下，上 I）正小、水1(1'.の技術 る反発がしどいに保護要求の動機どして作用する

ハ適用を過じて上 ；） 多〈の L1·~1法をふげらという；rfi ようになったり同じことは農業内郊の各部門間に

市，11先iii'［河川！！川世主jjf;！じが jj_t1}し ド ，Ah , ・c均 二 ・！，あては tるυ 土にかく保護を受けなけ:lHft良で

－：＇＞）主主jftJい）；f｝；県jl]j主LI二!Hw，，川ソ／・ i一、pレ あり，黙－－，ておれi.f産業主たは部門としてのj也殺

しY, 'I ：内 It ：~ i1fi I C悦i) J ！仁川際政L[rj J （，：鷲舟（ L ・cい r仁l、はまぬがれないわけである。かくして， 酪農

のような~【j'v 、郎［ llj ばかりでなく，甘諜flやifji税長

二.Ji1 lご；二j｝べf二と 1に， 1 ・ '/, I 'i 'J ,-εi上 ：たしI）工うな5古え，.刊il'1]；主 Cカ与 f呆詫を受けるiζニi三〆二’て

｜王i陪1古E守ト力ぺコ「hi兄に汁寸一とStJU尤）Jυ＇！り立lv、j ぜとと•｝）

し、;irl土司 tぷ＝[11i 」 ！＇＼守全（／／f仁九込で i.こ円上弓 7（力（｝） ') n 1;11 FL] t二けが例外をな Lてきた。 羊毛rn1111p：：食

リ1¥"l川llj1二＇11• i,[j[llj !, ／， 斗民 内部［lljで:t・,:'.,_ ぃf,ll i，奥地内1::l放牧畜地帯に大
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これらの部門

ell ~C:-:r）主主に r1i めるウェイトは低下し＇）－）ある。最

ji(Cit:fv 、なことに鉱業がウェ fトを l1(iし〆〉つあ

古fWJにあー〉たことは確かであるが，き〈依存しているととがそれらのi可決競争力およ

そのう》fこカ二，re ！ト
..... ('<) Vrti況に対する抵抗力の

Lfr医院の｛段落に耐おの羊毛部門は昨 197Mlには

子宮、ーこれらの 3部門を合算し，し治、しながら，るけついに光栄ある伍統を放棄して価格支えかねて，

らに保識を受けない一部の第3次産業部門を加算

他の全産業諸部門

の位以獲を，JIぎ受けるだけのif済プJiを持っととにな

これではたして，しfことして，

持を！受け入れざるをえなくなった。

農業保護のための具体的方策は問内販売および

輸出の洩占的統制， 関税およ i)"i命入制限．最低価

j／生｝＿；c!)ji戎強

（／）川lljてふ pfこ羊毛；＇fllr11 は今、、： wrn~,11M c1., MH : 1111 . , 

ノJか，I'.<-; /J,(J疑問である。 Lサヲんや、-,, ，；いふ佃i協の平

準化操作，助成金の交判／，：ど：： th＜トーの主うな）j

：石川’）ミ；iのおもな担当 t:tAillWzW,J；上び1+1段階

τ二重価格制！弘格（.＇）日寺，

平均的な保；議

A見被保護<l>:i'l場に ）i

主質i'r-J，，こは他1午fll11Jをf染織してL、心

この平均的保護水準を発

jニ(I) (: A’〉ら！？』Tpさ1、くのとこん，

水準に述。してし、ない部門はで商品ごとに設立され℃いる半官半民の“ Board”

である（，＇ 15）り政府Cl）市場への介入の脱皮は七 t》／’P ぜ ， ーに' 、 t~ 1;：べ，、

と吟え 5、るをえないカぃγ;j¥0）助合にも：二w:.11111ん商品によ， ）-c違うが，

格制度（two・priceprogrammゅの採用を目様として このような難問はある見することは至難であるの

農業f宇部門♂l.HJ対保護！主

主要輪出農産物内保護水準

子）.1it ~＇て：,Hv、て，!) ＇、

(i) 

この国の保護政策（／ I 1f1リどな特徴とレL、ノ3二とが，

.,1：；：を全JIるために，え，；＇.：，，二れは独占理論仁 J.i;Jと：、rii時

i司際競そ！仁，1；主 LCみると第2：去のと I; I）でんる。産主Nill円LL. Cl,ど大の収主主を,1)m1J；；，；を適用して，

争力の日~］い乳製品の保護水準が商いのはプ予想、どお-~- t仁j】r,挙けることをねらいとするか川、ん丸

国際競争力の強い砂糖や瀧概農業生

産物（乾ぶどう類および米）の保護水準の高いのに

りであるカ入仕組はこうである。市場を内・外Y 川二分＇）；： rJL,¥J! 

泌外l行場向内市場には高い価格を人為的に課l,

4ースト 7I）アにおけと:ici業経営に関

驚かされる。

11げが二、

この［ i~cl〕農場は専

オーストラリア：主要輸出農産物の保議水準

（単位：%）

gg 2表

とLCJ授売収入の極大｛I：売， ＇）ミJはI. l：ろとする（な

斗！日i企別に市場分割・価！任去りlj乞ii/[j てし、る商品も

ある〉。鴇出価格には政府の長fli{1iiil各保；託があり，も

し二れを割ればその分l土政府が財政貯金から補償

する。農民はヅーlレ計算と価格平準化制度によっ

て安定的な収入を確保する。

全体けには安い価格に上る売kげの憎Jmを同＼），

L C (} ,1：ニと付記しておこう〉

159 
134 
107 
135 

153 
118 
107 
114 

(/1＼所） D. B. 羽Tilliamsed., ,1griculture in the 

Australian Eco珂omy(Sydney, 1967), p. 309. 

（注） 保護水準＝実際の売上収入＋輸出価格で評価

Lた想定売上収入×100

日 1962-63 

一
ズ
支
給

ハタ
チー

J}jl 

：；と

1955-56 

125 
122 
101 
114 

ここに一つの難聞がある。それは，

び産主内の各部門の間て ソヰ；二｛？；；；（を競争が行なわ

各産業およ

I2fi 
11:> 
104 
109 

類
支

ソし
」産業保護が広くゆ，Xe；：）之）｝たI],¥{;I乙，;/l、

もし

同－f,U芝山｝民進を’Eけたとすれ

これまでの経i昂でl.t, 平もi(-1¥lilJと食，-i,1{[-I＼門／；＇， ti,l

ということである。

実質は保護がないことに等しいからであるの

20 

L、保躍する者はだれか，

かりに全部門が，

ば，



業fじした大農場からIIるが， 19GG(i7＞＼＇－現 ：｛1：のでω

数は25万2000弱，経営面積は 12億ヱ一hー強で，

］農場当たり平均は4800エーカーとなる（もちろん

ごの平均は他の農業国ほどには意味を持たない）。男子

沈業台数は常時就業者が；：117 j :znoo人、臨時就業者

ろ.~；；－めて； 18Ji 70110人Cめらけ常時就業百Ul 70けい l

c-／；＇、杭悦 L:"i ・::. /J ¥ 'iOn/jJ f wh J J C，て ，｝ >¥J、，＼ U＞良J幼ii.

;Hタ1J1下Jに家紋農JJ；からなる lrl 6）。二ぴ）¥-14 （／）農場lt 

two-man unitを原 lliJとすると L寸〉れてきたが，

j詰近では臨時就業者ーをも含めて， 1目5人に務ちて

お；J, しfごL、に one-manunitにi丘ぺぎつぜ）ある

3. 国民経済における農業

tーストヲリアの｜司氏経済に111める設業のlllif i'に

(d依かめるためにずl：干の指標をjfi-.Pて！？弘、工行。

t t第 lに， c;NL' C要素費用による）に 11iめるみ1

l 次産業 c/,(f，業お上び林業を:iiむがj汁さか子ある〉山

比キをJ合うと， 1%8-591,ドで14.4';{,, 1966 (i7什ーで

l l川（｝とi市l減してきているりこれに対して製(r';-T

業it iM"f-J主と ι28%，鉱業は I.7川1）、「汁リ刊に｜：

日ーしていゐ（， I 8 ¥, J ）主に， 男ご子）j北業：目中声！＼ 1次成企

業lこ従事するものはl9tili年現在で：iりj2（）（）（）人，リj

子総就業人11の11.lりらであるしI9) 0 こ山ように、

オーストラリアにおける第 1次産業のウコーイトは

近年かなりの速度で低下してきて， c;NPかんみて

も，就業者数からみても ll'X'，と L寸先進＼；£！型の産

業構成を示すに会；っており， これがこの自がすで

に工業国化したという主張の有力な根拠となって

いる。

しかしながら，他方，この国の輸出貿易をみる

と，相変らず農産物への依存度がはなはだ高い。す

なわち輸出総額に占める農産物の割合は 196465 

年で74.5%, 1966-67年でも68.4%であった（この

ほかに水産物および林産物の輸，＇＼＼が 2者什，ii-で1964-65

午に（l.9%,1966一昨年に1.2%を占めた〕。 これに対し

て鉱産物の輸出は 196465年で9.5%, 1966 67年

で 11.7%であった。また工業製品その他の輸出は

1964 (i5年で15.l %, 1%6-67年で18.7%であった

(,, IIJ＞.，ご山ヒうに， 鋭；産物や工業製品の輸出が近

fド仲cFた土レ，（ 司.＇ 三 ，｝）闘の輸出貿易は農業国

!¥'i合ll引，は、心、レ。かりに鉱産物が非常に伸びた

とlても，やはり 1次産品輸出が中心であって，

低開発l込型から脱却しえない。そこで，オースト

ラリアはニュージーランドなどとともに先進国に

も低開発1¥1にもJ,長さない第3のカテゴリーの国で

あるという， 国際会議などに持ち出されるこの岡

山特殊な主張が生れてくるわけである（，i11)。

IF~民経消における農業の地位に関連して， オー

ストラリヂにはもう.－つ見逃すことのできない特

殊事、情がある。それは，農業の対非農業相対所得

がi山iL、こと， し、し、換えれば農業者の方が平均的な

者｜れIi/,i｝住者より裕福なこと ωである。通常の先進諸

¥.!q （／）助｛tそω逆が市議であることはいうまでもな

L、。第 3交がこの関係を示している。

寸ーストラリア I)）農業者の平均所得は他の自営

第 3表主要先進諸国：他の所得グループと

比較した農業者の平均所得

｜下記の所得の百分比
lで示した農業者所得

年次｜他の自家｜賃金市給
｜営業者 l生活者

1・1,j 

アメリカ（川 1963 41 
カナダ， 1962 I 83 
デンマーク i1962-63 I 50 
スクェーデン I1961 I 

商 ドイツ I1964-65 I 
日 本I1966-67 I 
オーストラリア I1965-66 I 92 
ニュージーランド I1966-67 I 95 

(/Urfr) Brian Fernan, Issues in World Farm 

Trade: Chaos or Co・operation(The Atlantic 
Trade Study, Trade Policy Research Centre, 

1968），逸見謙監修邦訳『世界農産物貿易の諸問

題』（農政調査委員会， 1970年）， 36ページ。
Cit:ニ） 中f立の所得。

’iz
O
R
U
Aり

3
0
7
5
 78 
60 
118 
1-43 

21 



Ⅲ　灌漑農業と米作

1971050024.TIF

業者より 8%ほど低いものの，賃金・俸給生活者

よりは18%も高い。墨業者の平均所持がit,i:・俸

給生活者の亡れを上回る閣はニュージーヲンド，

オーストラリアおよびカナダの 31詞しかないが，

これらのう t,.j－ーストヲソアはニュ－＞＇ ..づン F

に次いで！日L、むちなみに， 11本の農蒸れの、I＇・均所

得は賃金・俸給生活者の 60%，アメリカのそれは

わずか31%にすぎない。

オースト 71）アの農産物の輸出市場にもひとこ

と言及し－：： 三j二う。すでに述べたように、 fース

トラリアの農業は，一部の例外を除いて，他の先

進農業諸国に比較してより低質な品をより安価・

大量に供給・J・る際に最ι強みを発揮す／：〉口 このよ

うな事情はもちろんそれの輸出市場にも，彬轡を与

えずにおかないはずである。いうまでもなく，過

去においてはイギリスおよび英連邦諸同がむもな

輸出先であ J之が，，］、支の場合に典型的にみられ

たように，英連邦に属する低開発地域のウ 1 イト

が相対的に高かった。戦後は一方で、はイギリスの

後退もおり、他方では II本ペ中国などのj佐川もあ

って，｛ll質・安価な品を：好むアジア諸国がこの国

の農産物輸出市場の主力をなすに張っている。食

肉に関してはかつてのイギリスのt也｛立をアメリカ

が取って代わ•）たが， 二／ L（，加工用の民'i".f.安価

な牛肉に対する需要が主体である。

（注 1) W. P. Dunk et al., Water in Australia 

（乱1:elbourne,F.九N.Cheshin斗 1967),p. 6. }~ i;：ヲ別の

平均l昨「lji,，に南米53インイ， アフリカ28fン～アジ

725イ＞ •., 11:;米241'〆 Y，士ーロッパリ I'.＜、 24イン

チとなってし、る。

（注2) D. B. Williams ed., Agriculture in the 

Australian Economy （勾・dney,Sydney University 

Pr，白s,1967), p. 33. 

（注 3) W. P. Dunk, el. al., Wアater・in,1ustralia, 

p.13. 実数はつぎのとおりである。
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i庇j必問符i 平均年l~H"l:

（ド）j・, fノι） (100:;; • ・カー・ 7 ィー！）

レ－ 408,000 12 

インダス 360,000 88 

カンジス 588,000 146 

(il 4) Williams, Agriculture in ..・回一，pp.39, 5-

低所得農家1.H：，，史家 <1J なか··.~ I, i!i乱生淀農家.）： IJ l.i 

l京料乳生産農家に－~いが，これは明「3 かに保護 rJ)fi\ ヲを

のぷを反映している。

（注5）言.fti!! it R. M. Parish，“ Marketing Agri-

cultural Products," in Agrintlture in・…ー， Chap.

14, Williams ed. .I；よび J.N. Lewis，“Agricultural 

Price Polices，” in Agriculture in・岨・・・・， Chap. 15なら

がに Departm白ntof Primary Industry, Afarketing of 

,1ustralia河 f’ri111a1yl'rodulls (Canberra, l>epart 

mcnt of Primary Industry, 1969) c，参照さ；／1;'I，九

（住6〕 Commonwealth Bureau of Census and 

Statistics, Official Year Book, No. 54 (1968). 

( It 7 ) II. P. Schapper，“ Rural Labour," in 

.1griculture in・・・・・・, Chap. 9, Williams臼lをと閉ざ

Ai I し、。

(It. 8) Commonwealth Bureau of Census and 

Statistics, Australian National Accounts, 1967-68. 

( fl: 9〕 O[fi,・ialYear Book冒 No.54 (1968) 

（注10〕 O_U,cialYear Boole, No. 54 (196持）．

（注11) H. W. Arndt，“Australia－一一Developed,

1)色、＇elopingor Midway？，” Economic、尺的、ord,Vol. 

41, No. 95 (Sept白mber1965), Williams, p. 129. 
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すでに述べたように，一般に粗放性，低生産性

を大面積経営に上.，てカパーしえたときに最大の

強みを発揮してきたオーストラリア農業のなかに

あって，甘薦作と瀧i降農業の 2部門のみが，例外

的に高い集約性と生産性を武器として強い国際競

争力を発揮してb、心。そこで， 本会りではこれらオ

ー 4トラリア民業の進歩の先端を行く 2部ドljO)lp

から，特に潜瓶農業を取り上げて，その実態を確

かめてみようと煙、う。甘薦作部門を省略したのは，
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, J; ご； ＼：二・，，・；1;111];i.l i↓i;;;r itf11とに；~ .::, ft"ん，； t dババi i、，， ＇＇二 flじiJt':_( I 1 /--0 すトストラ！！アにJ_;(Y とら i~主 iffl

U 、て大きく fill.:fると u、う期待が JSCないためC J2l三日上まずこの地区におし、て確立されたもので，

あり，一つには翠千？の克地調査が）えばなかったた その時期は 1920年代末とみてよいであろう（との

,,r,-c;hるr j也I＞＜山水iWであみ Burrinjuckグムの完成は 1927年〉。

l 港政民主：ー態： I I I ご山if-,,L 一本流の開発も進んで 19:!6年には

1 - ヘトソ I) ( l’おけるiWi伐のnf史；EIH；，り＂i'iこ I I II nw ’Jムカヴじl点L，これによ－ J -cニューサウス

上に~ iJ、プ）（王：； ' ,', （ 行ト I）γが光'icJ也ごあ－ .；－二υ ド7 ＇ール之とヴ fクトリアに属する両岸が i控椛i也

すぷ，： ) ：，こc,wにメ；： ;]'. ;t., ／：；「JトゴlYarra JI！に としてDli＇）（；さ jtるi二五る。

ぷ刊行 di!;flt施設 J：：建ぷされたのである 続い亡 入1'¥2次大戦後は，－，レー河系での多くのダム述

lKfif 1i-J f ~ i二i.t Jし←伊r，，，支流（いulbuτ11) 11 ifiEJji足の 設、 JJ訂正ダムの補強・拡大，水路網の建設が力Iii主

;k ;ri計 pfiiが出発に建議されたが’JUはするにぞ九 段的に；並行し， 二ューサウスウエールズロ）II l'fェ

ーJヲ ト iて1,1-;:,.;9{1ーに JLーイ：;,(iW（） う i¥1ildura！也 ｝イト 1Ri¥'er口rnjj也-_Jjからヴィクトリア（！），jt音l¥'iミ

｜く，／I i//J/代首~111'. ／／：～ l十jt ーストヲリ γjll!Jの l~e11mark /)j(/,-:_ 7J・けてν’J広大な准椛農業地域が今日 われわれ

］位ド＿J）そi[ I, J~ 1, ：二 f~fl\10 ＞千で建設され／ご｝ しか カ；.7λ／与ようなi主に完成されてきfこ。そしてこ，nr : 臼

［ ／よ｝一が 1・ ，‘ ／仁 kと

iた；：% ；：「.＞jpl1f !VJ1＇ドjでき「、ど iU!Jl:!f「；二：／5け〆与＇.＼ Ju; な Sm》、～yMりuntainsSr:hernじである。これは，

rrumhidgee lrri試川tonAreas , -J）話料J(7以前ノkと， 二JL •j：で太平洋J'(: ／，二無駄に流れてし、fこスノーイ J11 

[111:,f＼にts:t.::, ¥1urray W礼ll'[S－へは ρ氏、？喝の し，J/j（全流域変もti:方式によってマレー河系にそそぎ

つでふ J ' ：：、それ主で山二片山守 二，／）11,I（／）ぽI＇悦 た屯んi倖iJ¥，正）tJ1j(UlMi(｛呆をlヌiる Li大な！］（資源開発計

r’1)11 ！とを）f;11V:・lるに－； _¥ ／ドL、υ てーして‘ 二山、ぺ plii'-C-!h ,;'., ,,, l、。三円，，ll!!Jjによって；）｝）Ji！される水it 

/1ご？三 J-', i&U二L c di；悦の主役以ウィクトリプ . ifl¥i.t -! l., ーノド流に沿う既if-ーのNllif死地帯に十ill水さ

ん、「， -_ '・ - 1)-1'1スr'J＇ールゼに千年ゐことに／ i.心d ;Jl、 ～fill ;t -,, ) ＞仁ッジーがu成の Coleambally

1)if f；：土政1{.f.'J 「－：こ I；ふ 1.1<：初しつk；片;IF,);iγil''l,;¥-llh[ (f）在 l rrigati川 1Arじau) ?Jr！組制強に向けられる。住吉は

Jgを，('.iiリ： L『 徒庁；t-' - tト，＇； f、i'; ， ·~I ［.. λ ， i'/ 1-'t-JJ°;i＼←jーストヲリアにおける大規模 iW.i段計仰い〉

fケト 1) （、 r+i~ーてトヲ I) f ：＼州lf¥J,11 !](/f1, ト二 占主役 t/)4＇山とし、；！，れるに I4 i O Snowy ]¥fountains 

i t Lめて／レー／し全確立し この同拡大の水資源を 泳、hL・Jllじは19l9ffにらっFし， 1975年に完成の予定

包蔵寸ぐγJ, ~；0r系山開発を υj!Jt:i二Lたものぐあ で［！ト：d十Uhl後半のう己i立を急いでいる状況である。

このいi世iが近い将来に完成したあかつきには， 市

こうして 4ーストラリアにおける准概の歴史は i払オーストラリアにおける水資源はほとんど利用

1 (j l()年代tこ始まるわけであるが，ぞれが本格化し しg主れることになる。

たのは第 li大大戦後のことであ；ん しカるも、1＼初は すーストラ I）アのj接統地域は上記のマレー河系

j出M：的にはマランじッゴーJ11；こi{'，う l'vlurrumbid- のijftJ戎iC:.{ln¥ －予ており， 外i日ljでは二ユーザウスウュ

以ヒピ IrrigationAreas，：ザI2；に限定されtごっこの地 ールーどとヴ fケト ljア（／） 2州に{Mっている。印刷

¥-{Jll¥¥j廷は：'fil次大戦｛をの州選兵山入植V.L , C fi7午現干！でこのt-1'.ivlf笹満面積は：336万二Eーカーで
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ごの↓1l-r.｝発達した技術i：上牧草地とii¥f（｝＇川、た独 i'l

の輪作体系と乾燥地に対する濯概の仕方にあるよ

うである。し7いしながら、 この国の米作のよii大内

特徴はなんといりてもその驚くべく I向L、牛ー産性水

可n二，（，， ｛，。そ，＇） ii':iさl.t I！， 〕てこの M I. A. (,,,Ji 

間したli本の燦’下者たわな：「落胆」せしめたlヱど

のl,，／）で、ある（ I 7 )0 

ifo ,, 、：＇t.産性木市］（主ます［ド他面積；11k.りも7ムLi>lJ止

が現布世界一高いことに反映している。第7裂は

196K午における Ill：界のlヂ＞＇i収品；米作1-E！のベスト・テ

ンを拾ったものであるが， オーストラリアのヘグ

タ－！し、llたり i,7J-J反最牧7.Jllトンで［I ；本の 5.7ゴト

ンより 26%も1%く，第 10｛立の韓国の三倍以｝.であ

る。驚くべきi良jえといわぎるをえないいそこで。

い〆＇／： ＇.、何が：：＿ ,1，ょうた山i', 、収最ノk1¥1を支ヌ二 ·.~ ', 

るのか， そのJll＼向t(L、し原閃をたどすことが必要

lこ丈し；：，

第7霊祭 ｜｜刊トの：］三要米作諸国：ヘケ。ールザiたり

もJメ＇.［＇，（ i,:(1968'[ ) 

国

オーストラリア
スペイ
11 f：、
γ サプ迎 （'i'
アメリカ

ギ！！シ γ

ト 1レコ
ォ：ルト fliレ

台 湾
斡悶

収量 Jh 政
(100キ口グラム）｜ JH本＝！.QO)

71.9 I 12G 
G0.4 lO(i 
日7.'.', 100 
51.l I 89 
49.6 I 87 

49目。 I 86 
45.ti I 8υ 
45.1 I 79 
41.8 I 73 
37.5 I 61 

(/lj I 」•Jr) FAO, IケoductionY earboυ1-, l.'16'9. 

（注） 収量は収機面積当たり。

このようなT虫巾としてはいろいんなことが汚え

られるが， そのなかからi該当しなL、ものを誌とし

てゆくとつぎのようになる。まず第1にオーストラ

リアの米作地の地質が特別に優れたものでtn、こ

とを現地の CommonwealthScientific and Indus-

trial Rじsearch ( lrganizat iけn(C.日 IIミ．札） (l)H 
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・／：千iムたんから確かめゐょとがでむた（iiR 〕消2に

このl司の農学者や普及員の技術水準が特別に高い

ιiハでなし、こと， また普及組織が特別lこすぐれた

ものでないことも確かめることができた (Ii9＼第

:¥ ,:, こ山11iのS/1iTi改良が特にj住んでνど〉わけで

はL‘こと札確i認されよこ。 都tに， このi引のう￥：ff農

JU；サ;11，；裁，料験， 技術において特に催、jL，また手1,

,,;;;; fこ勤魁であるとは必ずしもいえないこ左が確認

された（現地の関係者はとれらの点ではカリフオノレニ

アの農民の方が優れてし、ると認めてb、た〉。こうして

掛された理由は少なくなるが， C.S. I. R. 0.の

れ’学者た九は！！守に（1):sunshine, (2) cool ni只htおよ

び，（3)rotationsystemの3者を強調し －c，， 、fこが，

公正な意見であるように思われる。これに，（4）処

l.r J[¥I,であるため病虫訴が少なかこど， を追加すれ

ば， ll（王両収量：の謎解きは終るのではないか，と

Ill., 
dじJ、； ＜・

(1）の sunshineはもらろん，乾燥地で長天が少

なL、とこハに瀧概用水が畏富に供給されることを

立川、する。（2）の co1,lnight t主大障性気候で気温

のl1較差が大きし、ことを意味する。（3）の rotation

ザメi叶 niこJ 山、ては行－Tin説明が必要である。 M.

1. J¥.など瀧概｜天の米作農家の平均経営面積は，様

概可能地400エーカーであるが，とのうち水稲作付

合λ－1iJさhるωは現夜70ヱー：IJーまでにすぎない

(1965-66年までは50エーカー）。しかも同ーの土地に

ノド析を連れ：することは禁止されている。 したがっ

て農家は 5～6年に l回水稲を作付ける輪作体系

を取り，通常，水稲 ／ト麦くまたはオート麦）一一一

牧以一一一牧草一一牧r'fi.－一一（牧草）一一水稲，の作

付）I関序とする。現行の経営および技術体系のもと

で民民はl:!5エーカーまでの稲作カ‘可能であり，ま

たそれを希望してし、るにもかかわらず， このよう

; ごf1付がJl)IJI渋されてレるのは， -・，には選手正用水
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が少なL、とし、うこともあるが）。
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にfV1Jを取ると、 この地i乏には 4:Jl 戸の米作農家!J~

仏り，それの平均的な米｛乍tlL収入iよ1%667年で

1 ).T 100りすーっ4トラリア・ドル（L＼事二1.121マ＇SS二40:l

i'J)でふ〆〉た。また米ff以外のW!WlC主と Lて1J:JJll

f下とYOか川ti王＼i<］額v)i'tlll¥1:入をあげ，総料lll文

人ii、'.Z・;Jゴ000オーストラリア・ドルであ.！た L 12: 
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・'・ Jt 11岐して＇／，－＇ ti:く，そjLit約；j',Iii］強とみ ζ上い
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tr.いt1l労働却；て、すんでいらJ：ι！，.時11!f1f，九九

ん徹底し1こ)(J＼リ機械化であるが， 4, ,-) . ' ) j I .f~! 1 I 1 

tとして、 与くじt) J；~~＇住民I;立！ i>'r:JJ: fとjfしかっ待係J)

contract日 rv1山 CTJi'l作業）が詐 Yえしていら三土

を挙げておかなければなら Ii.', 'u 特に？をす；－uJ時iii

ftj長義t1)l；！業部［iij,J)労働生産性士見せかiri'r'J （ニ！日i

治る万J県：＂＜：－ l古／）（／）で、 11:i :i長干l)ltirえやltJIM比較を，i:r¥

みる防H工it+.'f；二it：近、する必要がわら d たとえ；l,

11本；二比較して、 オー毛トラ！）ア山J{t(;-n投下＇｝~

働時［fl］山Ii:かか「ベ主必1!h主・雑草iぴ.ilV!~ ヤ 11三階佐川

11 >j/ミに安 j":) 11/i n¥J己完合に応 f；口、／） ;';':' てjL ( l、

以 I・ c1，上うにイーストラ！） γの米作農家；t，むE

).Lj;之、iたilliぐにあるが、 そjl にもかかわんす政~：f[/) 

保高びlfはj1f1びてし、0,, 4,〆》と t》｛血1’fl

). t; I'｛＇ι造び） t'，＇：命！主 i工｛氏L、わ米ぴ）l¥f,z,J己f:tHIび1 Ifo・c 

'.¥farket in日 Board(I) 1!h 11; i't'-JMc¥1,1] iごにあ J ! -c' two-

price programmeが適用されてし。る（第2表参照）。

主たこれノを側面的に援助するために米の輸入に対

しては精米 1ポンド、i'iたり 1.！＇）七ントの輸入関税

と二とれの 10%の悦明くとが賦課されてL、る。 Board

はでtた W.C. & I. Cーとともに農民に対する／）（

h日作付の許可権を梶 l）、 71えの利用可能性に加えて

米Tii場の針1(,1も反映した牛ー定規制を企図してャ

一一，

＂＇－＇ η 

勺
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十一ペトヲリアの米の ／.i、統的に的／l¥tしit ， ~7。ア

一千二ア，太平洋グj,i:，＇； ー々二 7 づーラン F'

j；：：ソ、 fザリス本国であ－， ／：士、近年；上京南アジア

へのi輩出を関 f）ー cl:た沖縄に大ぎな期待をかけら

に弓； Jたけれ1711年に II本が沖縄の食楠慌JJ}J'：釆り

/I I ・1-11'f.111i I,~ It甲甲 Ii 、 4 ー孔卜うリ γlて.~： ＇て山 li{

',, 11¥ilL＼に／.（ Bていよーので‘ -,1,,1i1:,;:, 11 :.1五，－科．

i 'Iぐてご＇： ＇上この jiq0) )tミ!YIi＂王将一γりすい、ず 1 ソケ合
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rcvolut lけll”を+i!:ifi；しつ／〉あと：， I ＇＼シコ符 t小麦の

導入riJ1il:lt七とし、／ノた千:'Jf主であるし

沼：lU》dli慨に上 r,cl也手IJ/¥1 の集約化という :J;r，~1

も水口i野何二！止といら最大な障？：：に衝き当／こりつつ

あノ：:i,, Jし一同系（1)永資jiJ;(ttSnけwyMount;日出

品、li,・mじぴ）〉己1i＼.，；すと＇.， 1 ¥17:, elf. :t -cf二tlとんど干l]J¥1L

) :Z ¥ ,j I、 11 十！内I）乙 Jどti'千u－，）わら！ I) 1' ムパー IJ

Jt；ベメハl；十jえ／i、：，；そんく 1-H,¥I¥1ーとト fI) yにおけ

,;'., 11~ f長、／）大川股 m・ 統計＼iliiでん 7，うとさ jtてL、ゐ

(・: Vー河の支流ダーリング） 11 の上流に流）~＼：変更Jj式に

よろDt11危可能地点があらが，れi斉t'l:に都点があって実況

んぺ＇，；.；.士、.JIC L、，:, ) ' l / 三か』て司法主 ,ll／二11Jr1tt1：土
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L亡しt, 初、ti1也借（二j) L、いJ,i11J)llk多く Lパ’i、j山首 (6) fl＼［）日発諸国内熱帯産山！と山競｛＇，

'/ 1、全住；，1し／こり‘いたるとこん；二ill/池を：tH・，た このように北部オーストラリアの民業開発 Lこ

りする二と、淡水内地ド水のえんJ:. ゐとこ人では は，かずかずのlt:l難ニが織たわってL、る。市場f/¥J；遍

J也卜収合平lj刑することー 水節約技術をI｝再発すらこ を日ljとすると， 開発資金の調達L 労働力レリす：保

と， icど、きめυ〕ニ主力山、永資柄、手1］月J/ ＇.けとなるい が最大の問題であるが， とりわけ後者は現在の移

二♂） tうぷ観点か ：.，現在注Hされていと与の；t 二工 民政策金修正して然帯的環i立に強L、アジア系移民

」！トウスウーールス、東北部ω内l¥f・c ふふυ を受iJ入れな L、かぎり， 本格的に解決すーることは

二Lつよう；二｜十J古11；社、 よトラリア；tJJl{t：までに J :f1,J1i~··c あろう υ

て；ιll!l§tしはさ hi，二！ιいある山て、 Jiti!iぐ，1-1仁川 .¥t:'fl¥ .j・ーストラリアトt以上のようぷ！本i難を：.＞，＇£1Jli

寸一川、ラ IJ＇）＇のIHJ発1,J能ドtが；じ；二；Ul，きれ始以） し「｝ふとすAlfJ, 外延的にも1J'l延的iこも未知数ぴ）

スレ〆），， 開発11J能性をU威してL、るわけであるが，現在二

Jじ，＇＼I＇.トーと I・')I) / it 1{cj,'(I¥ 1ーペト J I} f とj/( ,.J）地11£し1)¥i¥J発の！日iしとしてはつぎ、のような七のを

j 仁？＼／！＼WJJ~Ui'2 卜じめ J てヨ一 11 ・？パ糸作J（；.こと '.j：げうるにとどまるω

）亡（J_;,'.c（，こい、／：め， '?-11主とはとんど未開発山 (1) 牧草地改良，d-11lii

土上！lei円に主 ; I L主た j 二U>j也Ji£，円A之大山魁；｝Jft!~1J: l、rJY¥'11；，一スト ） IJ ）＇山 i也ifii』よ糸牧t；’1.i'r/1訴；にiJ t; 

・,,;,: ／，仁｜企liW，：正;i1

J山 ）1今し•.it；年 11n;11J:1十j;'([\ 1-I，トノ 1J,' .Lりも心、しん 三牧草i也を改良し上うとするu

主，， .ことである】 しかし！年11:i泣が七ムス、ン学内 (2) iムJr¥Fh＇，／，極改良， n・111ii

説明！日J:~ i¥n'i ＇υ、心ここと， :,,_(.11J.!d,'/jく京経Jト多 l'ri二熱帯に強い fンド系 χchu績をJt]＼.、 Ct:i.c

L、こと .） ) ／こ1，ヘ、 ,..:. 1:日υ1t t 1/t. ti'/ !. ／こJ)・(はif~1 lミ全i任tわることが者iiミjVJ・・ ＞あるυ

c' I '1.1< ：早J川It I十iii'.l-I，ト＇－：iJJ f .tり・Lt,i＇，、（：ゐ 13) ir/ii!1'f,;¥-plii 

11%1なrnu。 と／こ司 'i 勺 v'>ll;'fl!'iAぺ工／（ it ／~ 1、？ど定／J '! '! fーンベJJ ド山 Bunlcki11JI＼のアノLY、

こども 1 ：日発 l·.J ）矧.•.＼とな｝ていゐいっさにこのllil 州オーベトラリアのけrdJI!, Fritsroy JI¥, / 

主犯の；；'Bゴ,1J利点と LてiよIi本などアジア市場に近 -＼ドン・テリトリーの AdelaideJI Iなどの流域

,, ＇ど十う， 1,>:Hがあら r このほかにも強いてnえば でir，占i!JfI：十ffltiが実行に移されはじめてL‘るじまた

十くつかJ〕利.，，'J,沿道めん与が、 それにも支 Lて開発

I・ 1n I伺矧が多L、上うである 允とえ；t・):Y,nt う
' - ＇よ，
よtーと ／） 通 ，＇1 '.,) 

11) •kti川 11\J 1告I.'I／こ山，1，校HJI l 二AtL s:.:.1>1・:・.i ;,I¥ 

j .ノ、 1ノii ，.仁 iJ j, ,・::j <: . ) < 
山l i •J 1Jす1¥iH,; 11、心j主、、

(3) fン 7ニラベトラケチュア山防止If£ごしつぶ）.［：＿

14) 河（民不良

15) ・'i;f,f,JノJ1< l止

'J '7ィーンズランドの Carpcntaria湾沿岸のJ..:.

H幻自！日発（？危i戎変更方式による）も，li命議されつ＇）

j / 

作）主｝ぃ

iソ、じり十九iIかんわかふ上うに． i'I 然条jl/J• (,7ん

た！坊 （＇；－ にもオーストラリアの農業ω開発可能性t.t 

予な！以上にiJjiJI泌されたものであるが， 当面の：事態

とL C l士、 この上うた！＇ I然条件か心の制限上りは

L・ L 7,J！巳産物ぴ） Llt界rlil坊のJi.!J1,',jかんくる；！ル｛か
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が大きい。そこで， つぎに農産物の世界市場どの

関連において 問発の方市！と可能仲をさぐってみ

る＇＇ 立

周知のように， この!illの主要輸出1'!11~I である今日

毛，小な，手L;¥l'1 i'r，＇，，砂桁山工うな；九泣物はこの土

ころ世界i'1"Jに過乗lj生産気味で日！ー界市場の市況は阪

るi）／よ L、＂ * 1, J'Jl在の1習得1j,tK＇：持＇； ).1れば人；Jぷ一（

l1iJ [~ j,ト i~に＇H 1iti jるで仏うう。 し，1),c.，この＇t'; (Lr[ 

11,j 均二 ·II寺 i'l'J なも I} ） でなく '1"11：，，~；； 1ねたものにれ人・〕と

して＂.るとこん i二Jド態／｝）却をIJさが【h，：，山仁，（ι＇／,,, 

こυ）'L:うな状洲I}）もとで段業11日発a-j住めようとす

れtし、＇'i然， 1I I i！、統的 l ） ~1f／吻から ·，｛， '¥f：山見込山今

rm、見山炭産物～と生産のI恥ょくを干名h主せる i二と，

および，（2）伝統（（Ji¥i場から有望なおr1liJVjハ台！怖ill',

先C! 1ii/,j同を凶 iJ、 後者l：的 11二i'u'白川.！；よびfif;W川

出産物の生産に勿Jrr」sこと、 が必要になろう υ

l、｜市fl)JIJ：二、えば，上旬｛1：のと ぺ111：界（1’0:・・,/,;'

~［／）ドr,u〆 ）, ）めるの卜tftrJ:1, 削半、L打Ii:！：：ト科i（－・どあ

る正、円、 北部：ィーースト弓リアにおItィ，今後tハIll!1自

はこ！｜》のill,I I '・1 ）生産I',:t竹内すべ？にあるとどむ

に， 南部寸ーストラリアの既lltl発J也でも1'i・1：山中ょ；

換を余儀なく ，，： ,i Lょう。 kf二，輸送 rヘトさえケ

ーできれば，温帯果実・野菜，熱常．巣実も）JlG:i¥1'1， 

生魚i'U,

つU、てL〆、えば， 従来のヲー，，ツバ・ rメリカ山先

進諸国重視から日本を合むアジア市場重視へ切り

脊える必要が：勺 J’j 。 1止宇f.安知j，士武器とすと3寸－

一右卜ラ 1）プ8U

が’ 二，＇）強味 ζ ＇.' . ｝そ ）fさやltずるこ l が今作：J) )j 

11,] であろう。 とのfこめk.iよこjLら山 1!1JN;（こj也（；＇し

たtli'1関 (tことえば中級品）および極弧〈たとえば熱帯

向村山県実・町店）の農J引勿，） ）生産に幻）Jすふ必要

が生ずる。

J.）、｜」に述べに
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こらなる。羊毛→食肉，食糧→餌料・油料種子，

ヨ…ロッパ・アメリカ市場→アジア市場。 さらに

1仁川オーストラリアの開発をすすlきすれば、 1l11t帯産

11i1＇，－今熱帯産品， ということも成立しよう。

このように生産重点の移行， 主要輸出先の転検

(,:: J刊行したとしても， 北部を六むこの[TIの治tE!'下j

1,,: JI泣f能 ）JL!.j立し、将オごいおいてどても開発し尽せ

そりにない。そこで， 1ik後の決め手となるのはいl

l}i ii jJ坊のが＇J1t',J' BかλJ土十うこと℃わろう L /J、L,

;t）れわれはここでは， l珂内けjJ坊の大きさはなお未

知数であふが． それ山将来はそれほどJ~ ，＇j < I了時Iiiで

0 t.c v、とい）ことをど指摘するにとどめよう（，：： 3) u 

:f!j!山はふ，つあって， 第 1は，近年この国の工業化

• 1~i\11i｛じが支出i(t''JIιJI 'ii'；にiMHI' Lているところか

ら， 二の｜巨lはすでに工業凶になっ1ことし寸主民も

1 J /i.われ、十るが， 軍／？はこ山 i張に説怠全抱い

ていること、 }JIIえて工業国としてのこの凶の将来

型どよとれほ ν尚く買えtcいことである。 第 2は，；＊

U l ;l,1JI裂かlパ、 1 て， こ(I)大陸i[, i家の人1-1Jill.’fげjは

それはど大さくないと吟えられることである。

,jでに IIでふれたにうに， この｜司の第 i次産業

の比草は現在では GNPで瀕thても，就業人口で

iJlll ・ pても尚氏所得め 11%ほどにすぎない。その反

白i,GNPで測ったf製造工業の比l'r：は 28%にも達

し， 鉱業も 2%を占めるに至っている。また，こ

ω上うな企業構造の変化に応じて都市化も急速に

j並行してきた。しかしながら，筆者はここで，オ

ーベトヲリ〆におじるこのような工業化・日llrh化

,!) ）些行が， 種 の l凡仕方、U'(l'JJ要素を白'1.l'こと

を指摘しておきたし、。

ごこで i見せかけ的Jと表現しているのはこう

いうことである。最近の統計に現われている工業

化・出ITlif仁υ斗'l！当部分fJ農業円、出産業および、 con-
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tract附 rvi，℃ ll’，｝ J之＇d杢tc発／J毛にfl：） ℃レる こ

，＇）；二－－1i'crlr_itヤlトヒリニ従＇ I王 1る人il :.t都1fiに

1,r；（七し、 士／二tr寺sり子コ！）ーと＇－ ・，こit子、／；i＼沿が第
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::;-L!I : ＼、ふ l. t: :,t[¥dJ1,fU；、ゾ〉二 1/i ;';1；う｝

:'(i＼の輸入｛＼腎産業にかぎられるのではないか， E

？；；： てL、るハ 本協（t守工業ほとなるにしては，ごの

111；土あ ：tりにも多くの閣難をr,gえナざていと〉よう

にみえるかじであるりそ（／）おもなものを十台 hてみ

る左、 il）労働力不足と高賃余，（2)1i't本f二Jム i3）地

.flH (10 li't. :ti ,.1 ＞不干I], (4) J4：隆江田内市J{t (5lT'. 

(/1不）L':，などが（，／） る

:rJrJ'lJfJ訪の関係では鉱業お上び鉱業関連jlj':業が

んよ？？を（／ J;j、＿f どしど伐さjしてし、るが， このUJ

(,(.・ 1, こしアイ~1,t ヰ.＇Hrの~（ F)止と！し｛！：の広大さが，

/\[11t:J 、 flj1]¥J•k;(ltl ~ L Cfr It］しそうである p

l;; f金正、 -'" .¥ i二店 2(/) J里山として挙げた水山市lj

I¥JU、f，；ふ二ぴ）[1.j J）人fll!'>l存）JU！乏しさに1i1すーと3

f}IJI功、ふる子ーケを祁介 LC土iこうい 5＼寸ースト

j ;J yでj¥l{r.（ハ帝王涜lfi・ffyJを紺持するに必斐／：utえの

(I；~＂たれ上｛つ！九十J ；二件；i'i L ／こ，・：1,'.j）士本来内部分h》九 i入、tijてI)m1z Gk；ょIfl （）九二仁一力一・ブイート正

いりljJ-,:, ／こ，／）；：、 二二日上これ合｜見せかけ i'iZJI Ht.I －~れていふじ これにけしどこの1,:1の利用可能

と六j見l C,!~/: J, • .l:,1'.,. i：小（'{'f iJJ;（院の見詰りには悲観説と来約l説がありー
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)J(t¥1 '> I !t/1: ・ ,11;1¥ifl二'.'. i, 上にご，］ i ,・' ,; ) 1 tc.l ,. fi ・, 
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民！民 c!)i, c' l ,/ 1 .t. 0, ：二！日、丈ど） • ＇：（＇〔出υ）町村，JL ！三 L、山

l士こ J）λ＇_i.・Ct;、ど，，

-' Eに、 市t；－：上司 二の 11 ＼て発注 L 勺る T~!r'Jt I・ 

II心＇）民生 1巳J；生時業日）iE，う＝でit, ili: f!Y-J i主／ii長：；tと . 

と：） .がりに1.l;;有恥I,('.fをt+::fttーするどすると， こ♂）＼J:j.J) 

人111；文字予Jn士：1()()(1万人というこ壬にれる （t) fよみ

仁，Jl,lc(1(/)li¥;:_Rょ千三をj'j/j提すると，ごの悼の人IIは紀孟2000

；［に20007了人になる土 持をにいわれている）。しかLti. 

乙々 r・,, T牛1::1ヒ・ ffl,r!ifヒが進行すれば i人当たり 1(

d'ifr民は必然的に多〈なるので， 人ii収得力；土色

. ',1:-；＇品：ム；－，：）二ど iこなる（ア Jリカの l人えたり；水ii'!
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( 1i I) !HI li~ ;/,H',' γ ！；？乙jと体r.rt 止に！日！ I. CU  C. 

M. Donald‘“ Innovation in ／＼日riculture,"in i¥gri-

cu!tun' in・ ・・, ・vvillian柏町I.ラ Chap. ：~. えだ 11) ,¥ i,) 

' ', ,,, / i I，本 t1It、i,f iι ！立；f亡、万1(1や； :ii: .I 

,_, 1 ミiL ＇，分 1JI[ ：～（I行，) ; .') r. Jらうの
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(i'i 2) 貿易との関連でオーストヲリア漁業を取り

上げたよ献と｜てはっき ι／， ＇寸Eある。 ij おり A.,

,4.gricultur,・ in Australia. With Emf九isison 

Tradeτ，・ith Far East Count，・ies(1969），〔£＇：： f,ilf.lfr.

委員会『のびゆく鐙業』， No.333～334, ；怨見謙二a 「）』

ーストラリアの農業」に紹介あり）。

（注＇.-l) i"¥ ,,ii物園内ft・必τ＇-jロジェグ＞ • .• , JHJ題

にはこ = ; t 〕れない。こ 1'l’コL、ては》 勺 t獄を

参照されたい。 F.H. Gruen et al., Department of 

Economics, Monash University, Australia 1965 to 

アジア経済研究所刊行””川

中国の化学工業 神 原 周 編

乏しい資料を F川こ活用 I，数［nlの訪中体馬晶子通 7てあ

らゆる角度 ！•＇ ,・, /, t是正るで払 7，弓進路の傾向を 7トヌだす

448頁／￥ l6α） 

東南アジアの鉱産資源Wータイ 瀦i部竜一編

文献解題二ノリ ズ第16集と 1-（の本書は，江＼ 2次大戦後

の文献を対象に要約改編する。 tG1載文献数：.I1／，文27綜，

和文4編，引ell,示。 120['(/¥ 4開

標準国際貿易商品分類（SITC,R) 

アジア経済研究所統計部訳

国際連合刊行 J) “CommodityIndexes for the Stand-

ard International Trade Classification”の限定（で，

約3万以上にのぼる個別商品名を英和対照の形に線集し

たものである 640頁／￥ 2500 
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Jリアの食料；／，； ／（，，』〈アジア経済研）t ）努， ）~内 s丘小川

悦済成長調査（fi;No. 45-5, 1970司）。

（注 4) オーストラリアにおいて contractservice 

が尚及 L，またそれが農業労働生産性を見せかけ的に

/,':jめている事的に J 州、ては Williams,p. 142 r; r rf 

p. 1H8を参照＼ j[：い。

(/L 5) Dunk et al., pp, 80-82. 
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，；，広葉を其徐的数字仁茶づいて続飯！，産業部門7JIJパヲ

ソスンートを分』，，する 360頁／￥ 1000 

間際政治と中悶 G クラーク著

ーオーストラリア外交から見る松本繁一訳

「中国は宥威かjー これまでのところ本書ほど広い視

野か人この問題を諭ピ，包括的，実証的に「中国の侵略

性」という神話をうち〈だいているものはない。
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